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本格的な団塊世代向け講座
団塊の世代が注目を集めている。今ま

で企業人の立場で社会との接点を持って

きた世代。会社から解放された後、この

世代が定年退職を迎え、退職後どのよう

な生き方をするのだろうか。第二の人生

として生きがいを見出そうとする団塊世

代に対し、生涯学習やボランティア講座

などで支援する公民館や行政機関、 NPO
等の活動はすでに定着している。

その中にあって、従来の大学の公開講

座ではなく、教育機関では初めてという、

第二の人生を対象とした「セカンドステ

ージ大学」という本格的な中高年向け講

座が始まった。大学という組織の強みと

今後の可能性を展望したい。

大学のコンセプト
取り組みを始めたのは東京都豊島区に

ある立教大学。名称は「立教セカンドス

テージ大学」という。文部科学省認可の

大学ではなく 、立教大学が提供する生涯

学習の場である。 2008年4月に開講。学

費は入学金8万円、授業料 23万円を含め

年間 33万円．．原則 50歳以上が対象で、

2008年の初年度には募集定員約70名の枠

に170人の出願があり、志願理由などの

書類選考や面接を経て 96人が入学した。

入学者の平均年齢は60歳で、 85歳の受講

生もいる．セカンドステージ大学の開講
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のコンセプトは、団塊世代を中心とする

シニア層のために、人文学的教養の修得

を基礎とし、「学び直し」と「再チャレン

ジ」のサポートを目的とした新たな学び
の場としている。

シニア層の人たちが再び大学に集い、

人と人とのネットワーク、地域や社会と

のネットワークを形成し、仕事や多彩な

社会参加の担い手として、セカンドステ

ージを踏み出すための新しいキャンバス

の創造と位置づけている。大切なことは

団塊の世代を中心とするシニア層が自ら

のセカンドステージにおいて、職縁関係

ではない人間関係を、家庭や地域で主体

的につくっていけることをサポートする

ことであるという。

カリキュラムの内容
セカンドステージ大学の学生は、立教

大学の学部の授業も 2科目まで無料で受

講できるほか、図書館や食堂など大学施

設も利用できる。授業は、仕事を続けて

いる人も受講しやすいように夜間や土曜

日にも実施している。座学だけでなく、

旅行会社や自治体、企業などと連携して

野外講座や視察旅行も行う。修了するに

は1年間在学して 10科目を修める必要が

ある。個別に研究テーマが課せられ、卒

論にあたる修了報告書の作成も行う。

修了後には修了証明書が発行され、履

修証明証も出される。 1年の本科終了後、

さらに専門的に学びたい人は専攻科 (1年）

にも進学でき、最長 2年間受講できる本

格的な専門講座となっている。必修科目

には「現代世界論」や「超高齢社会論」が

あり、選択科目には「現代史の中の自分

史」「セカンドステージとコミュニティピ

ジネス」「NPO/NGO・ポランティア活動

基礎編・実践・応用編」「セカンドステー

ジの暮らしと社会保障」「生涯現役という

生き方」などがあり、シニア生活の礎とな

る知識を幅広く修得することを強く意識

したカリキュラムとなっている。
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セカンドステージ大学は、1年間の本科

は、「エイジング社会の教養J「コミュニ

ティデザインとピジネス」「セカンドステー

ジの設計」の 3科目群で構成される。

公民館等で行われている従来の生涯学

習カリキュラムでは、受講者が希望する

好きな科目を自由選択するという形式が

一般的であるが、このセカンドステージ

大学は、必修科目を含め、全員がゼミに

所属する形をとっているのが大きな特徴

といえる。

大学を担う講師陣
講師は評論家の立花隆氏ら外部からも

起用しているほか、立教大学の専任教授

陣も講義を受けもっている。カリキュラ

ムに沿ったさまざまな NPOの代表者や専

門家も講師陣として多面的に揃えている。

団塊世代を中心とするシニア層の教育と

そのセカンドステージに大学が問われて

いることについて、科目担当者の立花隆

氏が大学の案内書の中で、次のように述

べている。

「60代は人生のゴールデン・エイジだと

思う。わたし自身 60歳を過ぎてから、急

にいろんなものが見えてきた思いがする。

50代までガムシャラに働いてきたが、い

ま思い返すと、考えが足りないが故のエ

ネルギー浪費が多かった。さいわい頭も

体も心もまだ健全に働いている。あと何

年この状態を維持できるかわからないが、

頭がちゃんと働く間にどうしても学んで

おきたいことがまだいくつもある。立教

がセカンドステージ大学を創るというア

イディアに快哉を叫んだ。

定年になったら悠々自適で余生を楽し

みたいという人もいるだろうが、定年に

なったら学び直したいと思っている人も

山ほどいるはずだ。そういう人たちを教

えながら自分も学ぶという人生を、いま

しばらく続けられるのは嬉しい」

セカンドステージ大学では、学生の蓄

積された経験知を活かし、講師と学生が

共に学ぶというスタンスがあり、講師陣
もその意識で臨んでいる。

大学の役割と期待
団塊の世代を対象にした生涯学習講座

が数多くある中で、このセカンドステー

ジ大学の役割は何であろうか。カリキュ

ラムから見ると、セカンドステージ大学

は、高齢化社会や地域社会のコミュニテ

ィにおける環境、社会、経済的側面を主

体的かつ専門的に学ぶ内容となっている。

いわば地域社会参加の担い手を育てる大

学である。一般の大学が企業社会に巣立

つ若者を育てるのに対し、セカンドステ

ージ大学は地域に必要な多様な人材教育

にあるといえる。これらの修了生が地域

の担い手となっていくためには、セカン

ドステージ大学で学んだことを拠り所と

して、大学や行政、企業、 NPO及び学生

間とのネットワークが形づくられ、修了

生の努力とともに大学のサポートも必要

になってくると思われる。

また、セカンドステージ大学は、企業

社会への準備をする若者学生と、企業社

会人を卒業した第二の人生を学ぶ中高年

学生たちが同じ大学で学ぶことで、若者

学生へ学びや経験知の刺激を与え、学び

に熱心である中高年学生へは若者学生か

ら活力を得る協同の学びの場となってい

くだろう。

さらに、若者世代と中高年者世代の学

生、そして多面的な講師陣が協同で学び

議論することにより 、大学が「学びの地

域づくり」を生み出す可能性を持っている。
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